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CTI液 化機の重大故障発生 とその見事な

修理についての報告

低 温 セ ン タ ー 堀 秀 信(豊 中 )

難轡̀
'`㍉ 。 副

ざ善 じ
曝 盤 講郵 叱,.鶏
雛,

液化機の シャフ ト修理状況

この3月13日 低温 センター豊 中分室のCT工 液化機

の メインシャフ トが折れるとい う事故が発生致しま した。

このメインシャフ トと言 うのは,液 化機 の断熱 圧縮用 シ

リンダーの ピス トンを動 かしている大 きなプー リーの シ

ャフ トの事です。その修理については事故発生当初,部

品が入手 しに くい事か ら少 くとも1ケ 月はかかる と予想

されーましたが,豊 中分室 の浅井氏を始 めとす る技官の皆

様の見事な対応策が功 を奏 して,事 故発生後わずか4日

で応急修理が完了 し,日 曜 日をはさんでわずか6日 後の

月曜 日には平常の液体He供 給体制 にもどりま した。こ

の事故 に関 しましては物理学会がす ぐ2週 間後に控 えて

いる事 もあって多 くの皆様がこの修 理の早期完了 を熱望

され修 理の様子 を直接見に来 られた:方も多数お られまし

た。そ こでこの修理の模様の報告をする事 と,通 常低温

センターで行 っていて表 に現 われない数 々の努力の一端

を皆様 に知 っていただ くため今回の事故発生,修 理の様子 をル ポルタージュ風 に報 告させて戴 きます。

3月13日 の 正午頃事故が発生,低 温 セ ンターの浅井氏が伊達 センター長の所へ故障発生の報告 に飛

ぶ。その時,浅 井氏の 「直径3伽 位の こんな太い鋼鉄の シャフ トが折れる事な ど信 じられない・・…… 」

とい う言葉が印象的だ った。同 日午後,私 は とりあえず液体He.供 給 休止の通知 を出した。一方浅井氏

は部品 をCT工 社 に発注しす ぐ送 って くれるように依頼 した。 その後す ぐ,浅 井氏 と話 し合 った結果,

「現在約1004のHeが 残 っているがこれは5006の ベ ッセルに入って澄 り,そ れを空にす ると後

日液化機 を修理 した時,予 冷 に2,3日 か かるか ら,と りあえず これの供給 も凍結 しよう。」とい う事 にな

った。同 日夕刻,私 の所に1004のHeを 供 給せ よとい う申し込みが2,3あ ったが全部お断わ りした。

しか しなかなか納 得されない:方もあった。一方 液化機 をに らみつづけていた浅井氏は液化機が冷 たいか

ら触 られない が必ず なん とかしてみせ る・・・・・… 」と次第に満ちて くる自信に自らうなついていた。3月

14日,液 化機の温度が上るーまで2日 ほ どかかるのでこの 日も液化機は前 日のまーまで あった。数名の教

授,助 教授の方 々が実際の現場 を見に来 られ浅井 氏に修理の様子,方 法等の話 を聞いていかれた。その

後,あ る教授の言 によれば,「 優秀な技官は,こ の ような時に燃える 」と言われたそ うである。3月15

日朝 よ り浅井氏等が液化機の解体を行 い対策を考えた。修理の方針は折れたシャフ トの短い部分を別の

鋼 と入れかえ,残 った部分 との接続は両者に逆 ネジを切 り,そ れ をねじ込んで溶接す る。そ の後旋盤で
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軸合せを行い,ツ メ溝を縦 フライスでつけ,出 来あが った シャフ トの補修部分 を負荷の小 さな側に もっ

てい くとい う'ものである。 この 日午後 か ら夜にかけて,ネ ジ切 りと溶接が行われた。 材質は ヤス リで削

って調べその材 質はNi,Moの 入 った比較的軟い,弾 力性のあ るものとわか り軟鉄 を使用す る事 にし

た。 ネジ切 りは基礎工学部長谷田研 の小林氏,溶 接は丁度阪大に来て澄 られた関西技研の:方にやってti

た だいた。その 日の仕事は ここまでである。その夜,浅 井氏との話の 中で,「 この程度の故障は しょっ

ちゅ う知 こるけ れどいつ も即 座に我aが 修理 して来ました。 この故障は 液化機 を止めな くては修理 出来

ないので 目立 っただけでしよう。」との事,低 温 センター御利用の皆様 に充分耳に止めてお いていただ き

たい事だと思 った。3月16日 朝 か ら低温 センターの株氏が旋盤で軸を合わせ整形 し,フ ライスで溝 を

つけ るとい う一番精度のい る仕事を行 う。午後か らは浅井,畠 中両氏が分解 した液化機部分を組み立て

夜には もとの形にもどした。 この間,低 温 センターの様子を見 に来 られた:方々の 中には,「 ここまで分

解 して直しているのか 」と感心 され,写 真 を撮 られる方 も齢 られた。3月17日 朝 からテス トを開始 し

午後には行けそ うだ とい う結論が出,次 の週 からは平常運転 とい うことになった。この間低温 センター

=豊中分室で行 った作業 の中には,液 化機が外国製のため修理道具がな く,手 作 りで工夫 して作った もの

を使用して行 う場面 も.多くあった。.

この ような作業がいつ も皆様の 目につかない所で行われているわけです。なお豊 中分室では,CT工

社 の液化機の部品 と,修 理道具類,材 料はなるべ くス トックす るようにしてお ります。又故障した液化

部品はなるべ く国内品 で置 きかえ,シ ャフ トの ような ものは材質 を調べて国内で特別注文す るとい う事

を行い,な るべ く液化休止 とい う事 態を避け,且 つな るべ く安 価で済むよ うに努力致 して澄 ります。

今回の事故 は,最 後 に浅井氏が 「豊中分室 のOT工 液化機は これ と同機種の他大学 のそれに比べて格

段 に年間 液化量が多い事に注 目して下さい。 これは使用者の要求 の差 とい う事 もあるか も知れませんが,

かな り頻繁に起 る細 かな故障から,今 回のよ うなかな り大 きな故障までここの低温セ ンターほど敏速に

工夫 して修復 している所はない事に もよるで しよう。」と言って見せて くれた明かるい笑顔を もって無事

にしめ くくられま した。
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